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留学類型の教育モデル開発の柱

〈コースフレームワーク〉について

〈モジュールボックス〉について

教師研修（試行）の概要 
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ことばの力

つながる力 まなぶ力

日本の社会に主体的に参入、参加、参画

する際に必要となる社会言語的・言語
文化的・社会文化的な力

自分自身の学びを自己管理しながら自ら
の学びを継続していく際に必要となる

自律的・協働的に学ぶ力

日本語を用いてさまざまな言語活動を行

う際に必要となる言語的な力

留学類型の日本語教育の「学習・教育の目標」

【３つの力】
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ことばの力

つながる力 まなぶ力

・能力Can do：言語運用能力
・一般的能力*

・能力Can do：社会言語能力
・一般的能力* 言語活動

・活動Can do
 ・テクストCan do

*一般的能力:「日本語教育の参照枠」p.76参照

主に、
・能力Can do：言語能力、言語運用能力
・方略Can do

【３つの力】と「日本語教育の参照枠」Can doとの関連

注．それぞれの力の育成には、ここで示すCan doが
相互補完的に関与するし、それ以外の要素も関与する。
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コースフレームワーク

モジュールボックス

包括的で柔軟性の高いカリキュラムを作成するための

２つのツールの開発へ
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〈コースフレームワーク〉とは

【留学類型】の日本語教育機関に設置される最長2年間の学習課程

（コース）を横長の帯の形で示した枠（フレームワーク）

例１〈2年 4学期の場合〉

例２〈1.5年 6学期の場合〉

２



①原型モデル

時間
3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

学習
段階

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼ ❽ ❾ ➓

「参照枠」

レベル
～A1 A1～A2 A2

A2＋
～B1

B1 B1＋
B1＋
～B2

B2 B2＋ C1～

⚫３か月を１学期とする10段階の設定。

⚫ A1～C1までの段階を３か月ごとに、ほぼ一定の学習時間で進めるモデル。

⚫カリキュラム作成の際に、どの段階から始めてどの段階で終わるか検討する。
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時間
3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

学習
段階

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼ ❽

「参照枠」

レベル
～A1 A1 A2 A2 A2＋ A2＋～B1 B1 B１

⚫３か月を１学期とする８段階の設定。

⚫ Aレベルに３か月×5.5学期という十分な時間をかけ、最終的にB1到達を目標とするモデル。

⚫想定される対象は、言語間距離が遠い学習者や比較的学習に時間のかかるタイプの学習者。

⚫生活者、就労者（特定技能・技能実習）、学び直しや趣味で学ぶ学習者などを含む。

②Aレベル中心モデル２



⚫３か月を１学期とする８段階の設定。

⚫ Bレベルに３か月×６学期という十分な時間をかけ、最終的にC1到達を目指すモデル。

⚫想定される対象は、母国での学習歴があるか学習のレディネスが身についているタイプの

学習者。

⚫進学・就職などの高い目標に向かって、比較的早くB2レベルに到達する学習者を含む。

時間
3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

3か月

180コマ

学習
段階

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼ ❽

「参照枠」

レベル
B1 B1＋ B1＋～B2 B2

B2～
B2＋

B2＋ B2＋～C1 C1～

③Bレベル中心モデル２



留学類型の日本語教育における基本10モジュール

※進学を目指す学習者を意識しつつも、就職や生活等を目的とする学習者が求める言語活動にも対応
できるよう抽出・選定。（例．「３ 試験対策ができる」は日本語試験や大学入試以外にも多様な試験をイメージ。）

INDEX
ページ
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①【基本10モジュール】の項目（INDEX１～10と一致）

②このモジュールが主にどのような活動であるか、特徴の説明
③このモジュールの活動が行われると想定される主な「領域」
④このモジュールの活動の遂行に大きく関わると考えられる「日本語教育の参照枠」のコミュニケー
ション言語活動の種類

⑤このモジュールの「活動Can do」（A1～B2）、具体的な行動の例、その行動の遂行に向けた学習
活動（レベル別）の例

〈モジュールボックス〉の構成（1/3）

基本10モジュール【１ 授業／講義に参加できる】の例：

①

②

③

④
⑤

３

右スクロール



基本10モジュール【１ 授業／講義に参加できる】の例：

赤枠＝モジュール１に強く関連する「日本語教育の参照枠」の枠組み：
このモジュールの活動の遂行に大きく関わると考えられる「日本語教育の参照枠」の項目
を黄色で例示。

〈モジュールボックス〉の構成（2/3）３



項目をクリックすると、「日本語教育の参照枠」のA1からC2までの能力記述文にジャンプするので、
必要に応じて参照可能。（元に戻ることもできる）

基本10モジュール【１ 授業／講義に参加できる】の例：

例．相互行為活動（やり取り）の方略
「説明を求めること」

〈モジュールボックス〉の構成（3/3）３



●研修名：
令和５年度文化庁委託
「『日本語教育の参照枠』を活用した教育モデル開発事業」
カリキュラム作成のための教員研修 試行

●開催日：2024年１月13日（土） 10:00～17:00

●参加者：計50名（申込者数：53名）

●プログラム：
１．開催の挨拶
２．開催の趣旨
３．留学類型の教育モデル開発の概要
４．カリキュラム作成とコースフレームワーク
５．モジュールボックスとその活用
６．ワークショップ
７．評価に関する事例紹介
８．質疑応答
９．全体のまとめ （＊現在、終了後アンケートの集計中）

４ 教師研修（試行）の概要 〈教師研修モデルの試案と試行〉
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